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第一次審査
（書類審査）

応募総数 ： 187件
うち学生 ： 62件

第二次審査
（プレゼンテーション審査）

審査対象総数 ： 52件
うち学生 ： 10件

表彰
大 賞 ： 1件
優秀賞 ： 4件
企業賞 ： 12件

○概要

被災地の産業復興に向けた地域産業の創出の機運醸成を図ることを目的に、東日本大震災の被災地
における地域産業の復興や地域振興に資する事業を展開している、又はこれから取り組もうとしている方
を対象に募集いたしました。さらに、今年度も学生※を対象として、事業プランを募集しました。
※大学・大学院、高等専門学校、専修学校、各種学校及び高等学校（中等教育学校後期課程を含む）の学生・生徒
を対象としています。

 受賞者決定までの流れ

○審査員
黒澤 賢治 （特定非営利活動法人アグリネット 理事長）
篠崎 宏 （株式会社JTB総合研究所 執行役員 コンサルティング第1部長）
土肥 健夫 （株式会社事業開発推進機構 代表取締役）
中島 淳 （株式会社カルチャーアットフォーシーズンス 代表取締役）
野村 秀之 （株式会社博報堂 人材開発戦略室 シニアマネジメントプラニングディレクター）
平野 哲行 （株式会社平野デザイン設計 代表取締役）
堀田 雅湖 （特定非営利活動法人こめみそしょうゆアカデミー 事務局長）
政所 利子 （株式会社玄 代表取締役）
山田 さとみ （一般社団法人あおもりコミュニティビジネスサポートセンター 理事）
本江 正茂 （東北大学 准教授）

※このほか、独立行政法人科学技術振興機構、独立行政法人中小企業基盤整備機構、
一般社団法人中小・地方・成長企業のためのネット利活用による販路開拓協議会、
オリンピック・パラリンピック等経済界協議会、金融機関等が審査に参加しました。

○受賞者特典

○表彰式

平成29年11月8日（水）14:30～15:30 於 イイノホール&カンファレンスセンター 4階「Room B」

副賞（賞金）

協賛団体より、大賞35万円、

優秀賞10万円、優秀賞（学

生）5万円、企業賞5万円の
賞金が授与されます。

専門家による派遣指導等

事業内容（又は計画内容）に
ついて、その分野の専門家等
より派遣指導等を受けられる
機会を提供します。

「新しい東北」官民連携
推進協議会における

PR機会の提供

東北３県を中心に開催する「新
しい東北」官民連携推進協議
会・交流会において、ご自身の
事業内容をアピールする場を
用意します。

資金調達に関する支援

事業化や事業拡大にあたり、
クラウドファンディングの手法
を用いて事業資金を調達する
場合には、これに要する手数
料等の経費を支援します。

協賛団体等主催の
イベント等への招待

本ビジネスコンテストの協賛団
体等が主催するイベント等へ
招待します。

その他

協賛企業トップとの対談機会
提供やWebサイト・SNSでの紹
介等を検討しています。

パンフレット配布による
各地関連機関等への
事業内容の紹介

受賞者の事業内容を紹介する
パンフレットを作成し、各地の
関連機関等へ幅広く配布しま
す。



合同会社岩手野生動物研究所（岩手県盛岡市）
「シカとの事故は仕方ないでは済ませない」

受賞者紹介

優秀賞

優秀賞

優秀賞

優秀賞
（学生）

損保ジャパン
日本興亜賞

大和証券グループ・
フェニックス賞

東北経済連合会
わきたつ東北賞

日本総合研究所
「未来アワード」

野村賞

丸紅賞

ＪＴＢ賞

仙台銀行じもと
復興創生応援賞

アイリスオーヤマ賞

ＫＤＤＩ
総合研究所賞

ＬＩＸＩＬ賞

ＪＲ東日本賞

漆とロック株式会社（福島県会津若松市）

「我が子のような“育てる器”で食を大事にする日本へ〜山と、人と、食卓を繋ぎ直す〜」

株式会社つながるファーム（福島県福島市）
「荒れ野を開墾して、ふるさとを守る!!～長ネギ大規模生産で、農業後継者と障がい者を雇用〜」

企業組合八幡平地熱活用プロジェクト（岩手県八幡平市）
「100年後の東北の里山にも馬たちの放牧風景を残すために、引退競走馬や

乗馬たちとつくる馬の堆肥でウマい野菜の宅配サービス『うまeベジ』と循環型社会の構築」

福島県立相馬農業高等学校（福島県南相馬市）
「地域ブランド油『油菜ちゃん』の６次化商品の開発と販売」

合同会社岩手野生動物研究所（岩手県盛岡市）
「シカとの事故は仕方ないでは済ませない」

TRIPLUS（神奈川県横浜市）
「熟練の技が魅せるリアルジャパン！外国人旅行客とアクティブシニアが

提供する体験をつなぐマッチングサービス『TRIPLUS』」

Hostel KIKO（宮城県仙台市）
「Ｈｏｓｔｅｌ ＫＩＫＯ “Ｇｌｏｂａｌ ｍｅｅｔｓ Ｌｏｃａｌ”」

株式会社門間箪笥店（宮城県仙台市）

「仙台箪笥そして和箪笥の存続をかけた世界へのプラットフォーム創り」

特定非営利活動法人チームふくしま（福島県福島市）
「ひまわりが繋ぐ全国と福島の絆『福島ひまわり里親プロジェクト』」

公益社団法人MORIUMIUS（宮城県石巻市）
「こどもの複合体験施設MORIUMIUS」

宮城県水産高等学校 海洋総合科 フードビジネス類型（宮城県石巻市）
「伊達な ほやむすび（ホヤの国内消費拡大に向けた気軽に食べられる新商品の開発）」

夢食研株式会社（宮城県女川町）
「食品酵素を活用した、水産資源の新しい展開・再興」

合同会社岩手野生動物研究所（岩手県盛岡市）
「シカとの事故は仕方ないでは済ませない」

福島県立相馬農業高等学校（福島県南相馬市）
「地域ブランド油「油菜ちゃん」の6次化商品の開発と販売」

自然食品ばんだい（福島県喜多方市）
「福島県農産物の旨さ満載の喜多方もっちり餃子を世界へ～子供達の笑顔を見るため！」

株式会社セッショナブル（宮城県仙台市）
「宮城県女川町で作りダイレクトに世界へと勝負する、新たな価値創造に挑む

エレキギター製造販売事業」

※アイリスオーヤマ賞、野村賞とトリプル受賞

※優秀賞、野村賞とトリプル受賞

※優秀賞とダブル受賞

※ＪＲ東日本賞とダブル受賞

大 賞

※優秀賞、アイリスオーヤマ賞とトリプル受賞

も り う み あ す

ゆめしょくけん

ほ す て る き こ

もんまたんすてん

はちまんたい

と り ぷ ら す



大 賞

団 体 名 漆とロック株式会社 （福島県会津若松市）

事 業 名
「我が子のような“育てる器”で食を大事にする日本へ
〜山と、人と、食卓を繋ぎ直す〜」

事業概要

 漆器の繋ぎ手・伝え手として、「山と、人と、食卓を繋ぐ」をテーマに、
日本の木と漆の文化と産業を未来に繋ぐサイクルを作る取り組み。

 400年の伝統を持つ会津漆器を中心に、2013年より作り手と使い手を
繋ぐ工房ツアー「テマヒマうつわ旅」を展開。2015年には、ダイアログ・

イン・ザ・ダークとの協働により世代を超えて受け継いでいく素材循環
型漆器ブランド「めぐる」を販売開始。物の裏側にあるストーリーも合
せてお客様に届ける取り組みを実践。

 地域のNPOや市民と連携し、会津での国産漆の再生活動にも取り組
む。

受賞の
ポイント

 会津漆器の再生及びそのバックグラウンドへの着目は、高いストー
リー性を有しており、かつ伝統工芸振興のモデルケースになりうると
評価しました。

 企画から製造まで一貫して福島県会津若松市で行い、地域のNPOや

市民と連携して会津を拠点とした国内漆の再生活動にも取り組む等、
地元産業に与える波及効果は大きいと評価しました。

U R L http://www.urushirocks.com/



優 秀 賞

団 体 名 企業組合八幡平地熱活用プロジェクト （岩手県八幡平市）

事 業 名
「100年後の東北の里山にも馬たちの放牧風景を残すために、引退競走
馬や乗馬たちとつくる馬の堆肥でウマい野菜の宅配サービス『うまeベジ』
と循環型社会の構築」

事業概要

 地熱を活用して製造した馬ふん堆肥によるマッシュルームの栽培を
行っている農場「ジオファーム八幡平」において、引退競走馬等を飼
育し、馬ふん堆肥によって「ウマい野菜」を栽培。馬の愛好家等から
の会費を馬の飼育にあて、野菜を還元するという持続可能な仕組み
の普及拡大を目指す事業。

受賞の
ポイント

 未利用資源（地熱、馬ふん）を活用した野菜栽培の取組をベースに、
さらに馬の愛好家に支援を求めるビジネスモデルは合理的で実現可
能性が高い点や、野菜生産者との連携により地域への波及効果が期
待できる点を評価しました。

U R L https://hachimantai.shop/makers/geofarm-hachimantai/

解決のためのスキーム→ BAFUNウマいぃオーナーズ(仮)

競走馬牧場など

ジオファーム及
び連携する
八幡平の
馬施設

乗馬クラブなど

オーナーズ会員
（お客様）

馬ふん堆肥
利用での
農業生産

連携農家

ウマい野菜
有機野菜の定期宅配

観光
教育

引退後の場所、時間の確保
・引退競走馬
・引退乗馬

馬の温泉

転用調教・リトレーニング馬の活躍の場

Point：個別の馬のオーナーでは無く、ビジネスモデルのオーナー

WEB・冊子・IoTで
全てを可視化

はちまんたい



野 村 賞

団 体 名 合同会社岩手野生動物研究所 （岩手県盛岡市）

事 業 名 「シカとの事故は仕方ないでは済ませない」

事業概要
 ニホンジカと列車との衝突事故の増加を背景として、シカに対して忌

避効果を示すライオン糞を原料としたニホンジカ用忌避剤の製造・販
売や、散布方法などの指導とアドバイス等を行う事業。

協賛企業
からの
コメント

 岩手大学とＪＲ東日本との共同研究によりスタートしたベンチャー企
業。忌避効果が実証され、岩手県内では成果も出ています。市場は
ニッチだが社会性が高いオンリーワン商品。今後はＪＲに限らず高速
道路など全国展開の可能性もあります。（アイリスオーヤマ様）

 地域経済にも影響を与えている獣害の中で、シカなどの野生生物を
重要な施設などから遠ざける忌避剤の開発は、全国各地で渇望され
ており、今後のビジネス拡大が期待できる点を評価しました。（野村
HD様）

U R L －

💥
有効的な

事故防止策は？

シカ専用忌避剤
「獅子威し」

優 秀 賞

アイリスオーヤマ賞



優 秀 賞

団 体 名 株式会社 つながるファーム （福島県福島市）

事 業 名
「荒れ野を開墾して、ふるさとを守る！！
〜長ネギ大規模生産で、農業後継者と障がい者を雇用〜」

事業概要

 耕作放棄地を利用し、ラーメン店向け長ネギの大規模生産・流通・販
売の一貫体制構築を図る事業。

 地域の農業後継者の育成と障がい者の雇用を図り、農家の息子が
地域を守り、障がい者が納税者となるモデルを創る取組。

受賞の
ポイント

 耕作放棄地を利用した大規模農業を障がい者雇用に結び付けている
というストーリー性や、農業再生・ふるさと創生として先駆的なビジネ
スモデルを有している点を評価しました。

U R L https://www.facebook.com/tantomo.net/



優 秀 賞 （学 生）

団 体 名 福島県立相馬農業高等学校 （福島県南相馬市）

事 業 名 「地域ブランド油『油菜ちゃん』の６次化商品の開発と販売」

事業概要

 震災直後より、市、農家、企業と連携して、稲作に代わる作物として
菜の花を栽培し、無焙煎で菜種本来の風味を生かした菜種油の６次
化商品を開発・販売する事業。マヨネーズベース・味噌ベース等のド
レッシングの開発に取り組む。

協賛企業
からの
コメント

 ６次産業化商品の開発と販売を通じて農地の再生を目指す取組は、
地産品の首都圏での流通を促進し、地域の魅力を高め、地域活性
化を図る弊社の取組と親和性が高いと評価しました。南相馬の特産
品を作りたいという高校生のチャレンジに期待しています。

U R L http://www.soma-ah.fks.ed.jp/

ＪＲ東日本賞



ＫＤＤＩ総合研究所賞

団 体 名 TRIPLUS （神奈川県横浜市）

事 業 名
「熟練の技が魅せるリアルジャパン！外国人旅行客とアクティブシニア
が提供する体験をつなぐマッチングサービス『TRIPLUS』」

事業概要

 旅行先の生活様式や文化を体験したい外国人旅行客が、まるでそこ
で暮らしているかのような「ちょっと日本体験」を検索して、申し込み
できるインターネットサービス。その体験は、日本各地の満50歳以上
（サービス利用時）の方々が提案・提供する。

協賛企業
からのコメント

 地域のシニア層には社会参加を通じた生きがいを、訪日外国人には
他では得られない体験価値を提供するユニークなビジネスアイディ
アです。地域活性化に資する点に加え、今後のICTの更なる活用が

見込める点を評価しました。

U R L https://triplus-jp.com/

と り ぷ ら す



ＪＴＢ賞

団 体 名 Hostel KIKO （宮城県仙台市）

事 業 名 「Ｈｏｓｔｅｌ ＫＩＫＯ “Ｇｌｏｂａｌ ｍｅｅｔｓ Ｌｏｃａｌ”」

事業概要
 「人と出会う」、「地元と触れ合う」ことを目的として、世界中から人が

集まる、地元に根ざして国際色豊かなゲストハウスをつくります。

協賛企業
からの
コメント

 インバウンドのお客様に対して、民泊の問題は近年の社会課題でも
あります。また、おもてなしの心、異文化との交流の大切さ、楽しさを
伝えることを自分の仕事として、実現したい。この夢に期待を持ちま
した。

U R L azusa.katsumizu@hostel-kiko.com

ほ す て る き こ



仙台銀行「じもと復興創生応援賞」

団 体 名 株式会社門間箪笥店 （宮城県仙台市）

事 業 名 「仙台箪笥そして和箪笥の存続をかけた世界へのプラットフォーム創り」

事業概要
 伝統的工芸品としての「仙台箪笥」をはじめとした和箪笥の生き残り

をかけた海外輸出のためのプラットフォーム創りを行う事業。

協賛企業
からの
コメント

 伝統技術の継承と地元特産品の振興を目的として「海外展開」に注
目した当社のプランは、自社のみならず地域企業同士の共生・発展
を意図したものであり、地域金融機関として大いに共感しました。

U R L http://sendai-monmaya.com/

も ん ま た ん す て ん



損保ジャパン日本興亜賞

団 体 名 特定非営利活動法人チームふくしま （福島県福島市）

事 業 名 「ひまわりが繋ぐ全国と福島の絆『福島ひまわり里親プロジェクト』」

事業概要
 ひまわりを全国各地でいわば「里親」として育て花を咲かせて採種し、

その種を福島の地で「復興のシンボル」として咲かせることにより、全
国と福島の絆を深める「福島ひまわり里親プロジェクト」を実施。

協賛企業
からの
コメント

 「ひまわり」を福島の復興のシンボルとするこのプロジェクトが、障が
い者の雇用、学校の道徳教材としての活用につながり、さらには地
域の観光振興の実現に向けて取組まれている点を高く評価しました。
今後の更なる発展に期待しています。

U R L http://www.sunflower-fukushima.com/



大和証券グループ・フェニックス賞

団 体 名 公益社団法人MORIUMIUS （宮城県石巻市）

事 業 名 「こどもの複合体験施設MORIUMIUS」

事業概要

 東日本大震災で甚大な被害を受けた石巻市において、築94年の廃
校を活用しこども達がサステナブルに生きる力を育むプログラムを
運営する複合体験施設。個人や学校・法人を対象に教育を通じた地
域の新生を行う事業。

協賛企業
からの
コメント

 雄勝の豊かな自然やそこに暮らす方々とこどもたちの体験や交流を
通じて、地域の活性化と未来あるこどもたちの教育の場を提供する
被災地復興の新しい取り組みを応援します。

U R L http://moriumius.jp/

も り う み あ す



東北経済連合会 わきたつ東北賞

団 体 名 宮城県水産高等学校海洋総合科 フードビジネス類型 （宮城県石巻市）

事 業 名
「伊達な ほやむすび
（ホヤの国内消費拡大に向けた気軽に食べられる新商品の開発）」

事業概要

 地元の特産品であるホヤの販路確保及び消費拡大を図るために、
宮城水産高校フードビジネス類型の学生等が地元企業や大学と連
携しつつ、気軽で食べやすい「伊達なホヤむすび」の新商品開発を
実施。

協賛企業
からの
コメント

 おむすびの新商品開発を通じて、ほやの美味しさを広め、新たな消
費者の開拓に貢献した点、高校生ながら地元の大学の研究実績を
保存方法に活かすという視点等は、震災からの復興と地域活性化に
繋がるものと期待されます。

U R L http://miyagisuisan.myswan.ne.jp/



日本総合研究所「未来アワード」

団 体 名 夢食研株式会社 （宮城県女川町）

事 業 名 「食品酵素を活用した、水産資源の新しい展開・再興」

事業概要
 わかめ・さんま・ほたて等の水産資源に対し、食品酵素で加工するこ

とにより、旨みの熟成や鮮度保持等の付加価値をつける事業。

協賛企業
からの
コメント

 クリアすべき課題はあるものの、海産物の風味を維持したまま長期
保存できる技術は、新しい食文化を提案する上での有効なツールに
なり得ますし、地方創生に繋がる可能性もある「夢のある技術」だと
感じました。

U R L http://www.yume-21.net/company/

ゆめしょくけん



団 体 名 自然食品ばんだい （福島県喜多方市）

事 業 名
「福島県農産物の旨さ満載の喜多方もっちり餃子を世界へ
～子供達の笑顔を見るため！」

事業概要
 クラウドファンディングを活用して、喜多方産コシヒカリ米粉など全て

会津の原料にこだわった餃子を製造と商品化を実現。

協賛企業
からの
コメント

 食材にオール会津喜多方産にこだわり、安全・安心の付加価値を高
めた身近な商品の餃子に取り組みました。また、クラウドファンディン
グを利用した資金調達も評価できます。

U R L https://www.n-bandai.com/

丸紅賞



ＬＩＸＩＬ賞

団 体 名 株式会社セッショナブル （宮城県仙台市）

事 業 名
「宮城県女川町で作りダイレクトに世界へと勝負する、新たな価値創造
に挑むエレキギター製造販売事業」

事業概要
 「音と表現の革新」というコンセプトのもと、素材、技術、デザインの3

つの独自の要素によって差別化されたエレキギターを宮城県女川町
で製造し、国内のほかアメリカ、アジアへ販売する事業。

協賛企業
からの
コメント

 国産材と伝統技術を使った質の高いものづくりに挑戦していること、
宮大工技術をギターに盛り込むという全く新しい取り組みでの差別
化と伝統技術の継承促進による地域活性化に取り組んでいる点を
評価しました。

U R L https://glide-guitar.jp/





「新しい東北」
官民連携推進協議会



「 新 し い 東 北 」 復 興 ビ ジ ネ ス

団体名 株式会社磐城高箸（福島県いわき市）

事業名 林業と地域を再生させる、間伐材を使用した高級割り箸

事業概要
●いわき産杉間伐材を活用し、デザイン性のある高級割り箸や派
生商品を一貫製造・販売する事業を展開

受賞の
ポイント

●木材の仕入れから製品の販売まで一貫した事業は全国でも稀
●地域産木材を山林から直接、高値で仕入れることで、林業再
生に貢献

●製造工程で出る端材等をボイラーの薪として活用（石油系燃
料不使用）

●岩手、宮城、福島の３県の杉で作る「希望のかけ箸」、端材を
活用した「眠り杉枕」等、付加価値の高い製品を開発

●地域の雇用創出や、障がい者の自立支援に貢献

URL http://iwaki-takahashi.biz/



コ ン テ ス ト ２ ０ １ ４ 大 賞

受賞後の
状況

● 大賞受賞後、ふくしまおいしい大賞優秀賞、ふくしま産業賞福
島民報社奨励賞、よしもと福島シュフラン工芸品部門認定など
様々な賞を獲得。

● 2015年5月、いわき太平洋・島サミット2015の晩さん会等にお
いて高級割り箸が採用。

● 大賞受賞作品の高級割り箸以外にも、間伐杉を利用した「眠り
杉枕」の改良を重ねてきたほか、製造効率を上げるため自治体
の補助制度を利用して新たな設備も導入。

● 2017年10月、眠り杉枕がグッドデザイン賞2017を受賞。

● その他、主力商品の更なる売上向上を目指し、自社独自の
ショッピングサイトを構築中。

いわき・島サミット晩餐会でも使用された
高級品「利久」



「 新 し い 東 北 」 復 興 ビ ジ ネ ス

団体名 株式会社バンザイファクトリー（岩手県陸前高田市）

事業名 三陸の未利用資源を使用した健康配慮型「三陸甘露煮」

事業概要

従来、未利用であった水産資源の活用と一次生産者の収益向
上を狙い、 「砂糖」と一般的な「醤油」を使わない健康に配慮した
製法で付加価値を高めながら甘露煮を作り、販売する事業。

震災後の2012年8月から岩手県陸前高田市で食品製造工場を
開始。

地元の一次生産者（わかめ、つぶ貝、ホタテ貝、アピオス、鮎、牡
蠣）の協力を得ながら、2012年冬から約２年間をかけて、新たな
甘露煮の開発に成功。

受賞の
ポイント

事業開発段階で時間をかけて丁寧に準備・研究を行っており、精
度の高い事業が構築されています。

 なかでも、地域資源の価値を再発見し、一次産業従事者に大き
な負担をかけることなく商品化に結び付けており、他地域へ展開
ができるモデル性がある点を特に評価しました。

URL http://www.sagar.jp/



受賞後の
状況

● 大賞受賞後、不漁や不作の影響で一部商品の材料の不足
に悩ませられながらも、不漁等の影響を受けにくい未利用
の水産資源（ワカメの太茎等）を利用した甘露煮の開発を
進め、宮城県のデパートにおいて新商品の売り出しを目指
し、パッケージのデザインなどの検討中。

● 受賞をきっかけに、既存商品を詰め合わせてギフト商品
化し、岩手県内の２百貨店において贈答品向けに販売した
ほか、大手通販会社を通じた販売にも取り組み販路を拡大。

● 事業拡大に対応するため、既存の冷蔵設備等を強化し、
現在、大船渡市のキャッセン街区における新工場建設に着
手しており、来春の竣工を予定。

● 甘露煮以外にも、茶摘み体験用の椿の育成や、木工の
iPhoneケースの共同開発などの既存事業も着実に拡大。

新商品パッケージ

新工場の完成模型

育成中の椿茶畑

コ ン テ ス ト ２ ０ １ ５ 大 賞



「新しい東北」復興ビジネスコンテスト

団体名 福島県立安達東高等学校（福島県二本松市）

事業名
Ｂｅｅ（蜂） Ａｍｂｉｔｉｏｕｓ！～養蜂を利用した「第３のみつ」の商品開
発

事業概要
 ミツバチに野菜やくだものの果汁を吸わせ、はちみつを高品質化
する「第３のみつ」の商品開発を行う事業

受賞の
ポイント

地元の農家との連携が取れている点や、特産品に成長しうる可
能性があることを評価しました。

URL http://www.adachihigashi-f.fks.ed.jp/



２０１６ 優秀賞（学生）・協賛企業賞

受賞後の
状況

● 復興ビジネスコンテスト2016の後、受賞特典の専門家派
遣を利用し、的確なアドバイスを得て、「第３のみつ」の
生産性の向上を実現し、販売できる量の生産に成功。

● 完成した「第３のみつ」（商品名：おにばばのなみだ）
を道の駅安達において販売。さらに、本年10月には、東日
本旅客鉄道株式会社の協力により、上野駅の福島産直市に
おいて、「おにばばのなみだ」や他のはちみつ（商品名：
あいさつ坂）、農作物を販売。

● 今年度、はちみつの生産が安定してきたことから、道の
駅のパン屋（二本松ベーカリー）とタイアップし、はちみ
つを使用したハニートーストの販売を開始。

● 福島県学校農業クラブ連盟主催の平成29年度意見研究発
表大会に出場し、最優秀賞を、第68回日本学校農業クラブ
東北連盟大会に出場し、優秀賞をそれぞれ受賞。

上野駅での福島産直市の様子 おにばばのなみだとあいさつ坂

販売中のハニートースト



過去の復興ビジネスコンテスト結果

応募総数：１３３件
二次審査：４８件
受賞者数：１０件

応募総数：１３８件
二次審査：５０件
受賞者数：１７件

応募総数：２３９件（学生の部81）
二次審査：５７件 （ 〃 12）
受賞者数：１５件 （ 〃 ２）

㈱磐城高箸
間伐財を使用した高級割り箸等

株式会社ﾊﾞﾝｻﾞｲﾌｧｸﾄﾘｰ
三陸の未利用資源の甘露煮

株式会社ＪＤＳｏｕｎｄ
被災地でのﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙＤＪｼｽﾃﾑ製造

桃浦かき生産者合同会社
カキ剥きの機械化と商品開発

アートカフェレストランＳＥＡＳＡＷ
菖蒲田海岸の交流の場を開設

株式会社及富
伝統工芸のコラボ商品開発

みらい食の研究所
一次産品を活用したスープ等の開発

(一社)ｺﾐｭﾆﾃｨｽﾍﾟｰｽうみねこ
高齢者の働く場（カフェ）の運営 等

Cafe&Restaurant HAMAYUI
カフェ運営を通じた人材育成

島津麹店
天然発酵甘糀飲料

株式会社仙台買取館
古着物のアロハへのリメイク

福島県立安達東高等学校
果汁を吸わせることによる蜂蜜の高品質化

ヤグチ電子工業㈱
安価・高精度・軽量放射線測定器

東北協同乳業㈱
産学連携で新しい乳酸菌を使用したﾖｰｸﾞﾙﾄ

島津麹店
華糀を使用したアイスクリーム開発

梅村ﾏﾙﾃｨﾅ気仙沼ＦＳｱﾄﾘｴ㈱
毛糸等の販売、編物教室を通じた交流

末家焼窯元ひろ窯
末家焼のブランド確立等の取組

株式会社ネッパス
ﾆｰｽﾞに応える東北旅行ﾌﾟﾗﾝ開発

企業組合八幡地熱活用ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
馬ふん堆肥によるマッシュルーム栽培

みやぎのあられ㈱
東北素材を使った米菓の開発

(一社)南三陸町観光協会
地元のツアー予約サイトの構築運営

㈱幸呼来Ｊａｐａｎ
伝統技術による残反を利用した商品開発

㈱有紀
電力を使用しない自動ドア開発

株式会社シャークス
サメの革を用いた商品の企画販売

南三陸復興ダコの会
ﾀｺをﾓﾁｰﾌにしたｷｬﾗｸﾀｰのｸﾞｯｽﾞ製作

㈱フカコラ美人
水産加工業者による統一ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ商品販売

株式会社C-Tech
蓄光材料の開発、看板化事業

自然食品ばんだい
地元産の米粉のもっちり餃子

アンデックス㈱
松島湾水温データの蓄積と共有

ﾏｸﾀｱﾒﾆﾃｨ株式会社
画像解析で品質を指標化するAI開発

㈲宝来館
ｸﾞﾘｰﾝﾂｰﾘｽﾞﾑや第一次産業体験

株式会社ホップｼﾞｬﾊﾟﾝ
国産ﾎｯﾌﾟのﾏｰｹｯﾄ創造、ﾋﾞｰﾙ事業の展開

(一社)南三陸町観光協会
防災学習プログラムの提供

白河素形材ヴァレー
素材製造から加工までのﾜﾝｽﾄｯﾌﾟ体制構築

末家窯元ひろ窯
末家焼のブランド確立等の取組

福島県立安達東高等学校
果汁を吸わせることによる蜂蜜の高品質化

㈱ライフブリッジ
インバウンド受入研修等の実施

西高魅力発信隊（西会津高校）
車麩を用いた商品開発・販売

か‐ちゃんの力・ﾌﾞﾛｼﾞｪｸﾄ協議会
女性農業者の知恵を生かした被災者支援

株式会社環境システムヤマノ
融雪機能付きの太陽光システムの開発

東北協同乳業㈱
産学連携で新しい乳酸菌を使用したﾖｰｸﾞﾙﾄ

(一社)ﾌｨｯｼｬｰﾏﾝ・ｼﾞｬﾊﾟﾝ、(合)巻組
空き家を改修して体験漁業等の拠点づくり

ﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾝﾃｽﾄ２０１４ ﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾝﾃｽﾄ２０１５ ﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾝﾃｽﾄ２０１６

・・・大 賞

・・・優秀賞

・・・協賛企業賞（2014は奨励賞）

昨年の応募・受賞特典

➢ 起業セミナーへの無償参加

➢ 無償での専門家派遣

➢ 資金調達に関する支援

➢ 官民連携推進協議会交流会
におけるブース展示

【協賛企業によるもの】
➢ 協賛企業社長との対談

➢ 他のビジネスコンテストの
シード権獲得



「新しい東北」
官民連携推進協議会


